















































































































































業種名（大分類） 送付計 構成比率 回収計 回収率
製造業 1777 39.5% 311 17.5%
卸売業、小売業 1309 29.1% 245 18.7%
情報通信業 287 6.4% 59 20.6%
運送業、郵便業 468 10.4% 69 14.7%
宿泊業、飲食サービス業 129 2.9% 12 9.3%
生活関連サービス業、娯楽業 157 3.5% 25 15.9%
サービス業（他に分類されない） 373 8.3% 57 15.3%





























回答企業 構成比率 回答企業（合計） 構成比率
① 意思決定・経営判断の支援ツール
として 43 52.4％
82 10.5％②新商品の開発・新事業の展開 10 12.2％
⑥販売チャネルの拡大 10 12.2％
⑨社員の意識の向上・情報共有 19 23.2％


















回答企業 構成比率 回答企業（合計） 構成比率
③ 業務の合理化・標準化・スピード化 528 85.7％
616 79.2％






















































































































①資材・部品の調達 160 51.4％ 285 36.6％
②在庫管理・物流 168 54.0％ 378 48.6％
③生産管理（進捗管理） 151 48.6％ 240 30.8％
④品質管理 97 31.2％ 164 21.1％






①資材・部品の調達 160 51.4％ 285 36.6％
②在庫管理・物流 168 54.0％ 378 48.6％
③生産管理（進捗管理） 151 48.6％ 240 30.8％
④品質管理 97 31.2％ 164 21.1％




































②在庫管理・物流 145 59.2％ 378 48.6％
⑤販売管理 219 89.4％ 582 74.8％
⑥顧客管理・サポート 159 64.9％ 424 54.5％
⑪社内情報共有 124 50.6％ 403 51.8％






































































②在庫管理・物流 145 59.2％ 233 43.7％
⑤販売管理 219 89.4％ 363 68.1％
⑥顧客管理・サポート 159 64.9％ 265 49.7％
⑪社内情報共有 124 50.6％ 279 52.3％






⑤販売管理 130 58.6％ 582 74.8％
⑥顧客管理・サポート 126 56.8％ 424 54.5％
⑨人的資源管理 78 35.1％ 222 28.5％
⑪社内情報共有 127 57.2％ 403 51.8％






































⑤販売管理 130 58.6％ 452 81.3％
⑥顧客管理・サポート 126 56.8％ 298 53.6％
⑨人的資源管理 78 35.1％ 144 25.9％
⑪社内情報共有 127 57.2％ 276 49.6％

































①資材・部品の調達 14 23.7％ 7 10.1％ 2 16.7％ 4 16.0％ 12 21.1％
②在庫管理・物流 13 22.0％ 27 39.1％ 4 33.3％ 5 20.0％ 16 28.1％
③生産管理（進捗管理） 20 33.9％ 10 14.5％ 2 16.7％ 3 12.0％ 11 19.3％
④品質管理 18 30.5％ 9 13.0％ 1 8.3％ 2 8.0％ 5 8.8％
⑤販売管理 33 55.9％ 30 43.5％ 9 75.0％ 16 64.0％ 42 73.7％
⑥顧客管理，サポート 30 50.8％ 34 49.3％ 8 66.7％ 21 84.0％ 33 57.9％
⑦経営戦略決定（企画立案） 15 25.4％ 14 20.3％ 2 16.7％ 5 20.0％ 10 17.5％
⑧管理会計 36 61.0％ 50 72.5％ 8 66.7％ 21 84.0％ 41 71.9％
⑨人的資源管理 28 47.5％ 20 29.0％ 5 41.7％ 5 20.0％ 20 35.1％
⑩財務管理 44 74.6％ 44 63.8％ 8 66.7％ 18 72.0％ 43 75.4％
⑪社内情報共有 46 78.0％ 33 47.8％ 5 41.7％ 11 44.0％ 32 56.1％
⑫知的財産管理（特許等） 5 8.5％ 2 2.9％ 1 8.3％ 1 4.0％ 2 3.5％
⑬その他 3 5.1％ 1 1.4％ 0 0.0％ 0 0.0％ 1 1.8％
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〔抄　録〕
本研究では，中小企業における情報システムの導入，情報の活用について，製造業，卸売
業・小売業，サービス業と業種ごとに分類して分析を行った。その結果，一般に考えられ
ている通り，中小企業における情報システムの活用について，導入の目的，導入適用分野，
ともに情報システムの積極的な活用ではなく，省力化，効率化といった業務を合理化する
ために情報システムを導入，活用しているといった実態が明らかとなった。さらに検証を
進めることで，中小企業においても，自社にとってIT化することが効果的となる情報シ
ステムの適用分野を見極めた上で導入していることを示唆する結果が得られた。以上によ
り，「情報システムの導入は，自社の主要な業務に関係した分野での導入が進んでいる」と
いう仮説を概ね実証することができた。しかしながら，合理化を目的とした情報システム
の導入は，同業他社が同様の情報システムを導入することで，容易に競争力を失うことに
もなり得る。容易に競争力を失う可能性があるからこそ，情報システムを合理化だけでは
ない競争力の源泉とするために，積極的な活用が必要であると考えられる。

